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前回の年会では、宇宙項なしで加速膨張を説明する新たな重力理論を考えた際に生じるであろう Newtonの重
力ポテンシャルの補正を念頭に、逆 2乗則からのずれを特徴づけるスケール λが、Mpcスケールであるような
Newtonの重力ポテンシャルとして
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を考えた。そして、半解析的方法から得られたゆらぎのパワースペクトルと SDSS銀河のデータを比較すること
で、αと λに対する制限を得た。
今回はさらに非線形成長での影響を定量的に扱うため、重力法則に修正を加えた場合の大規模構造の変化をシ
ミュレーションを用いて議論した。
まず、シミュレーションで得たパワースペクトルが、前回得た半解析的方法の結果とよく一致していることを
確かめた。さらに 2点のみならず高次相関の効果を見るために 3点統計量を計算し、これを SDSSデータから得
られている 3点相関関数（Kayo et al. 2004）やBispectrum（Hikage et al. 2005）と比較した。本講演では、こ
れらの議論によって得られたNewton重力の破れのスケール λと、その振幅 αに対する制限に関して報告する。


